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《7月31日まで・うすい紫色》 《8月1日から・うすい青色》

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２７年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２７年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成２６年　８月　１日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

被保険者番号　○○○○○○○○

氏　　　　名　広域　太郎

一部負担金の
割　　　　合　　　○ 割

有  効  期  限　平成２６年７月３１日

後期高齢者医療被保険者証　有効期限
被保険者番号○○○○○○○○　平成２６年７月３１日
住　　　　所　岐阜市柳津町宮東１丁目１番地

氏　　　　名　広域　太郎　　　　　　性　別　男
生 年 月 日　　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
発 効 期 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
交 付 年 月 日　　　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○ 割

保 険 者 番 号　　　○○○○○○○○
保 険 者 名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

＝ ＋

平成26年度の保険料

限度額57万円（年額）
100 円未満切捨て

均等割額

被保険者 1 人当たり
41,840円

所得割額

被保険者の所得※×
所得割率7.99%

※所得＝総所得金額等－ 33万円（基礎控除額）

　後期高齢者医療の保険証は、揖斐川町に住所を有するすべての 75 歳以上の方と、一定の障がいがある
65 歳から 74 歳の方で、広域連合の認定を受けた方に交付されます。
　現在の保険証の有効期限は平成 26 年 7 月 31 日ですので、8 月 1 日からは 7 月中にお送りする新しい保
険証をご使用ください。
　新しい保険証は、現在のうすい紫色からうすい青色に変わります。
　古い保険証を処分されるときは、住所や氏名が見えないよう裁断するなど十分注意してください。

●平成26年度の保険料について
　保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計となり、平成 26 年度の保険料は平成 25 年中の所得を基に個人単位で計算されます。
　5 月末までに岐阜県の後期高齢者医療の被保険者になられた方に対して、7 月中旬に「後期高齢者医療保
険料額決定通知書」をお送りします。保険料額や納付方法が記載されていますので、ご確認ください。

　【保険料の決まり方】

後期高齢者医療制度についてのお知らせ
●保険証（被保険者証）を更新します
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●平成26年度の保険料の軽減措置について
　①保険料の均等割額が世帯の所得によって下記のとおり軽減されます。

軽減割合 世帯（被保険者および世帯主）の平成25年中の総所得金額等の合計額

9割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯で、被保険者全員が年金収入 80 万円以下（その他
各種所得がない場合）

8.5 割軽減 「33 万円（基礎控除額）」以下の世帯

5割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 24.5 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

2割軽減 「33 万円（基礎控除額）＋ 45 万円×世帯の被保険者数」以下の世帯

● 均等割額軽減判定時の総所得金額等は、各収入から必要経費や控除額を差し引いた所得金額の合計額となります。
 　 ただし譲渡所得は特別控除前の金額となるほか、事業専従者控除の適用はなく、専従者給与額は事業主の所得に合算

されます。また、年金所得は年金収入から公的年金等控除額と特別控除 15 万円（65 歳以上の方のみ適用）を差し引
いた金額となります。

● 軽減判定日は 4 月 1 日または資格を取得した日となります。

　②所得割額の軽減
　　 所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得金額等が 58 万円以下の方は、所得割額が一律 5 割

軽減されます。

　③被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　　被用者保険※の被扶養者であった方は、所得割額の負担はなく、均等割額が 9 割軽減されます。
　　※被用者保険 …  協会けんぽ・健康保険組合・船員保険・共済組合の公的医療保険の総称（国民健康保険・

国民健康保険組合は含まれません。）

●保険料の納め方について
　　 　保険料の納め方は、年金からお支払いいただく特別徴収と口座振替や納付書でお支払いいただく普通

徴収があります。
　　●年金からのお支払い（特別徴収）
　　 　年金の受給額が年額 18 万円以上の方で、介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計額が年金受

給額の 2 分の 1 を超えない場合は、年金からお支払いいただきます。
　　●口座振替や納付書によるお支払い（普通徴収）
　　 　年金からのお支払いとならない方は、揖斐川町から送付される納付書や、口座振替によるお支払いと

なります。便利で安心な口座振替がお勧めです。

●保険料のお支払いを年金から口座振替に変更できます
　　　保険料を年金からお支払いいただいている方は、口座振替によるお支払いに切り替えることができます。
　　　口座振替によるお支払いを希望される方は揖斐川町役場　住民課にお問い合わせください。

●保険料のお支払いが難しいとき
　　 　揖斐川町役場　住民課では、保険料に関する相談を受け付けています。失業や災害などでお支払いが

困難な場合はお早めにご相談ください。
　　 　十分な収入・資産などがあるにもかかわらず保険料を納めない場合には、法律の定めにより滞納処分

が行われることがあります。

お問い合せ先　揖斐川町役場住民課　ＴＥＬ２２－２１１１
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空き家情報登録「空き家バンク」をご存知ですか？
　揖斐川町では、空き家の有効活用と地域の活性化を図るため、空き家物件の情報収集を進めています。町内にある
空き家の所有者の方で賃貸・売却を希望される方は、空き家バンクへの登録ができます。登録された物件情報は、町
のホームページ等で公開し、移住・定住等を希望される方に紹介します。
　皆様からの情報をお待ちしています。

　揖斐川町では、若い世代の流出や少子高齢化

の進展等による人口減少に歯止めをかけ、地域

の活性化を図るため、移住・定住化支援を行っ

ています。次のとおり、奨励金制度があります

ので、ぜひ、ご活用ください。

移住 ・ 定住促進奨励金制度

❶新築住宅建設等奨励金
　町内に居住用の住宅を新築または購入する方に対し、
奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町外からの転入者には 10万円を加算
＊町内業者が建設する場合は 10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は10万円を加算
※新築工事等の着工前に手続きが必要です

❷新築事業所建設等奨励金（事業所向け）
　町内に事業所を新築する方に対し、奨励金を支給します。
【奨励金の額】基本奨励金：10万円
＊町内業者が建設する場合は 10万円を加算
＊町内産木材を規定以上使用する場合は10万円を加算
＊用途地域指定区域内に新築する場合は30万円を加算
※新築工事の着工前に手続きが必要です

❸住宅改修等奨励金
　建築後、1年以上が経過した自己が居住している住宅
の改修工事等を行う場合に、費用の一部を助成します。
交付対象工事経費が 50万円以上の場合に限ります。
【奨励金の額】基本奨励金：改修経費の5/100相当（上限5万円）
＊町外からの転入者には上記の基本奨励金額と同額を加算
※改修工事の着工前に手続きが必要です

❻新婚世帯定住奨励金（結婚祝い金）
　結婚後、町内に 3年以上定住することを前提とした
新婚世帯に対し、結婚お祝い金を支給します。婚姻日
において夫婦ともに満 50歳未満の方に限ります。
【奨励金の額】基本奨励金：5万円（1組当たり）
※婚姻日から 1年以内に手続きが必要です

❹賃貸住宅家賃助成奨励金
　町内の民間賃貸住宅に 3年以上居住することを前提
に入居する方に対し、入居してからの 1年間について
家賃の一部を助成します。
【奨励金の額】
基本奨励金：（実質家賃－4万円）×1/2相当（上限：月額1万円）
＊町外からの転入者には上記の基本奨励金額と同額を加算
※入居前に手続きが必要です

❺田舎暮らし住宅活用奨励金
　町内の空き家に 3年以上居住することを前提に購入
または賃借した方が、1年以内に改修又はハウスクリー
ニングを行う場合に、費用の一部を助成します。
【奨励金の額】
空き家改修　基本奨励金：改修経費の1/2相当（上限10万円）
＊町内業者が改修する場合は上記の基本奨励金額と同額を加算
空き家ハウスクリーニング
基本奨励金：清掃費の1/2相当（上限5万円）
※改修工事、クリーニングの着手前に手続きが必要です

※上記の奨励金の支給を受けるには、交付要件に該当している必要があります。詳しくは政策広報課までお問い合せください。

【お問い合せ先】揖斐川町役場政策広報課　℡２２－２１１１（内線１１４）
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16
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予
算
案
件

● 
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成
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度
揖
斐
川
町
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般
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計
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）
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０
０
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０
０
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３
９
８
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時
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■
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申
請
受
付
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に
指
定
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振
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み
の
予
定
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。（
審
査
に
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を
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し
、

振
込
み
が
遅
れ
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が
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り
ま
す
。）

■
提
出
書
類
等

○ 

申
請
書
（
申
請
・
受
給
者
及
び
支
給
対

象
者
の
押
印
が
必
要
で
す
。）

○
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
等
の
写
し
）

○ 

指
定
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座
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確
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通
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）

○ 

扶
養
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が
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す
る
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証
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書
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認
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め
る
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成
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町
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等
割
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課

税
さ
れ
な
い
方

　

 

た
だ
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に
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当
す
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。

・ 

ご
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扶
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い
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さ

れ
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活
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収
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■
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○
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す
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０
０
０
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・ 
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※
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手
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※
２
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３
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権
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、４
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５
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払
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。

※ 
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１
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手
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。

■
申
請
先
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さ
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。
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■
窓
口
受
付
時
間

　

平
日（
月
曜
日
～
金
曜
日
）

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

■
給
付
時
期

　�

申
請
受
付
日
の
翌
月
末
に
指
定
口
座
に

振
込
み
の
予
定
で
す
。（
審
査
に
日
数

を
要
し
、
振
込
み
が
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

■
提
出
書
類
等
　
申
請
書

※ 

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座
以
外
の
支
払

い
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
免
許
証
等

本
人
確
認
書
類
、
金
融
機
関
の
通
帳
等

の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

議
会
活
動
報
告

議
会
だ
よ
り
臨
時
会
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岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

12
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
大
槌
町
の
住
宅
事
情
と

住
民
同
士
の
交
流
が
進
ま
な
い
問
題
を

抱
え
る
現
状
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
も
多
く
の
被
災
者
の
家
族
が
仮

設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
３
月
ま
で
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
対
象
者
は
、原
則
と
し
て
被
災

者
や
他
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、住
宅
事
情
の

厳
し
い
被
災
自
治
体
か
ら
の
要
請
も
あ

り
、
入
居
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
元
に
戻
り
た
い
が
実
家
が
被
災
し
住

む
家
が
無
い
方
」「
被
災
地
で
就
職
し
定

住
を
希
望
す
る
が
住
む
家
が
無
い
方
」

な
ど
が
対
象
で
す
。
月
額
使
用
料
は
間

取
り
に
応
じ
て
一
万
円
か
ら
二
万
円
で
、

期
間
は
１
年
以
内
で
す
。
大
槌
町
で
も

二
十
件
ほ
ど
の
申
請
が
許
可
さ
れ
て
お

り
、
被
災
地
沿
岸
地
域
で
は
、人
口
流

出
対
策
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
す
が
、小
中
学
校
の
先

生
方
が
異
動
で
大
槌
町
へ
赴
任
が
決

ま
っ
て
も
住
宅
事
情
が
厳
し
く
苦
慮
し

て
い
る
ケ
ー
ス
等
も
あ
り
、さ
ら
な
る
入

居
基
準
緩
和
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、「
災
害
公
営
住
宅
」
の
建

設
が
進
み
、
完
成
し
た
災
害
公
営
住
宅

に
は
多
く
の
被
災
さ
れ
た
方
が
抽
選
で

入
居
し
ま
し
た
。
し
か
し
以
前
住
ん
で

い
た
地
域
と
は
違
い
、
町
内
の
色
々
な

地
域
の
方
々
が
入
居
す
る
た
め
、
な
か

な
か
住
民
同
士
の
交
流
が
進
な
い
よ
う

で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
に
関
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、あ
る
医
師
か
ら
は
、

診
療
に
来
た
患
者
さ
ん
か
ら
交
流
が
出

来
な
い
相
談
を
受
け
た
際
「
い
い
加
減

に
し
な
さ
い
！
せ
っ
か
く
抽
選
で
当

た
っ
て
公
営
住
宅
に
住
め
る
の
に
。
大

槌
町
は
一
度
無
く
な
っ
た
町
な
の
だ
か

ら
、
一
か
ら
だ
と
思
っ
て
頑
張
り
な
さ

い
よ
！
」
と
ゲ
キ
を
飛
ば
し
た
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
大
槌
町
で
は
、
震
災
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
組
織
数
も
減
少
し
、
ま
た

高
齢
者
の
６
割
が
地
域
活
動
を
し
な
い

と
の
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
公
営

住
宅
外
の
地
域
と
の
繋
が
り
は
ま
だ
薄

い
で
す
が
、
最
近
、
災
害
公
営
住
宅
内

で
の
自
治
会
が
立
ち
上
が
り
、
班
長
や

ご
み
の
当
番
な
ど
を
決
め
て
、
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
活
動
も
始
め
よ
う
と

動
き
始
め
た

ば
か
り
で

す
。
町
が
復

興
し
て
い
く

中
で
、
住
民

の
組
織
づ
く

り
も
こ
れ
か

ら
の
大
き
な

課
題
で
す
。

　�

基
準
日（
平
成
26
年
１
月
１
日
）に
お
け

る
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
の
受

給
者
で
、
そ
の
前
年
の
所
得
が
児
童
手

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
方

■
対
象
児
童

　

 

給
付
対
象
者
の
平
成
26
年
１
月
分
の
児

童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

　

 

た
だ
し
、臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
お

よ
び
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
は
除
く
。

■
給
付
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
申
請
先

　�

申
請
先
は
、
基
準
日
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
市
町
村

■
そ
の
他

　�

原
則
と
し
て
、申
請
期
間
外
の
申
請
は

受
付
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、平
成
26
年
１

月
１
日
時
点
で
揖
斐
川
町
に
住
民
票
の

な
い
方
の
申
請
は
、受
け
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

※ 

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
両
方

を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

ど
ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金
で
す
。

 

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

○
国
民
健
康
保
険
税
を
通
知
し
ま
す

　

平
成
25
年
の
所
得
の
確
定
に
伴
い
、
平

成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
７
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
通
知
が
届
き
ま

し
た
ら
、
納
付
額
な
ど
の
内
容
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
付
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
方
に
は
７
月
下
旬
に

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、
保
険
証
と
新

し
い
高
齢
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

○ 

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」
の
更
新
の

お
知
ら
せ

　

人
工
透
析
な
ど
に
よ
る
特
定
疾
病
に
該

当
さ
れ
る
方
で
受
療
証
を
お
持
ち
の
方

も
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
受
療
者
証
を
郵

送
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
26
年
７
月
19
日
任
期
満
了
に
よ
る

揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
日
程

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
選
挙
期
日
の
告
示
日　

７
月
１
日（
火
）

■
選
挙
期
日　

７
月
６
日（
日
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
選
挙
管
理
員
会

　
（
揖
斐
川
町
役
場
総
務
課
内
）

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

派遣職員
高橋富士夫

建設が進む災害公営住宅

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑪
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

 

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み
に
な
り
ま

す
。

②
島
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
長
瀬　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
長
瀬
９
２
９

　

・
建
設
年
度　

平
成
７
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

３
２
８
０
０
円
～

④
末
福
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
谷
汲
深
坂
２
８
１
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
63
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
２
０
０
円
～

⑤
川
上
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
坂
内
川
上
１
４
０
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
11
年
度

　

・
木
造
２
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
１
６
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

　

・ 

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ

と
。

　

・ 

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・ 

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使

用
料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）

が
必
要
で
す
。

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
７
月
15
日（
火
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
26
年
８
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）を

開
設
し
ま
す
。

　

揖
斐
郡
３
町
が
合
同
で
、
左
記
の
と
お

り
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）を
開

設
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

　�

町
内
在
住（
18
歳
以
上
）で
継
続
し
て
受

講
可
能
な
方
。（
た
だ
し
、
手
話
学
習
経

験
の
無
い
方
に
限
る
）

■�

内
容

　�

手
話
の
初
歩
か
ら
日
常
会
話
が
で
き
る

ま
で
。

■�

受
講
料

　�

無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
１
２
３
５

円
自
己
負
担
あ
り
）

■�

日
程

　

 

平
成
26
年
９
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
13
時
30
分
か
ら
15
時

30
分
ま
で　

全
26
回

■
場
所　

揖
斐
総
合
庁
舎

■�

定
員

　�

30
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。）

■
そ
の
他

　�

同
講
座（
入
門
編
）全
26
回
の
う
ち
21
回

以
上
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
。
な
お
、
次
年
度
開

講
予
定
の
同
講
座（
基
礎
編
）を
規
定
回

数
以
上
受
講
さ
れ
ま
す
と
終
了
証
を
発

行
し
ま
す
。

■�
お
申
込
み

　�
往
復
は
が
き
（
記
載
方
法
を
参
考
）
に
、

①
講
座
名
、
②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、

④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑤
年
齢
、
⑥

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
８
月
11
日

ま
で
に
岐
阜
県
聴
覚
障
害
者
協
会
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
３
１
）

記
載
方
法

（返信の宛名面） （往信の文面） （往信の宛名面） （返信の文面）

※
白
紙
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。

①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）

②
５
０
１

－

○
○
○
○

③
揖
斐
川
町
○
○　

○
○
番
地

④
揖
斐　

花
子（
い
び　

は
な
こ
）

⑤
○
○
歳

⑥
０
５
８
５

－

２
２

－

○
○
○
○

岐
阜
市
藪
田
南
５

－

14

－

53

県
民
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館

一
般
社
団
法
人

岐
阜
県
聴
覚
障
害
者
協
会
御
中

揖
斐
川
町
○
○

　
　
　
　
　

○
○
番
地

　
　

揖
斐　

花
子　

宛

〒500-8384〒501- ○○○○
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森
田
奈
美
さ
ん（
清
水
）の
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

「
ご
み
と
し
て
捨
て
る
前
に
、
何
か

再
利
用
で
き
る
の
で
は
？
と
考
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

①
「
生
ゴ
ミ
処
理
機
」
の
使
用

　

�

２
０
１
３
年
10
月
10
日
よ
り
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

（
11
月
27
日
現
在
）、
未
だ
１
度
も

生
ゴ
ミ
を
燃
え
る
ご
み
に
出
し
て

い
ま
せ
ん
!!!

②「
子
供
の
お
も
ち
ゃ
を
手
作
り
・・
」

　

�

牛
乳
パ
ッ
ク
は
23
個
使
っ
て
子
ど

も
用
の
椅
子
が
作
れ
ま
す
。
布
や

フ
ェ
ル
ト
な
ど
も
貼
る
と
子
供
の

好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
椅
子
に

★
★
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
リ
ン
の

カ
ッ
プ
に
は
、
ビ
ー
ズ
や
ド
ン
グ

リ
な
ど
を
入
れ
て
、
音
の
出
る
お

も
ち
ゃ
に
★
★

子
供
達
に
も
、ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
を

持
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す
!!

お
問
い
合
せ
先

　

揖
斐
川
町
役
場
生
活
環
境
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

誰
で
も
聴
き
上
手

平
成
26
年
度
傾
聴
講
座
参
加
者
募
集

（
初
級
全
５
回
）

　

混
沌
と
し
た
社
会
の
中
で
、
様
々
な
こ

と
に
思
い
悩
ん
で
い
る
人
は
増
え
て
い
ま

す
。

　

人
は
思
い
悩
ん
だ
と
き
、
そ
の
思
い
を

人
に
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
気
が
楽
に
な
り

ま
す
。

　

相
手
の
心
に
寄
り
添
い
、
あ
り
の
ま
ま

を
受
け
と
め
な
が
ら
聴
く
た
め
の
ス
キ
ル

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
に
ち

　

８
月
22
日（
金
）
８
月
27
日（
水
）

　

９
月
３
日（
水
）
９
月
10
日（
水
）

　

９
月
19
日（
金
）

■
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階　

研
修
室

■
講
師

　
（
特
）岐
阜
い
の
ち
の
電
話
協
会
理
事
・

　

運
営
委
員
長　

子
安
崇
雄　
氏

■
定
員

　

 

先
着
順
25
名　

早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

５
回
と
も
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。

■
申
込
締
切
り　

７
月
31
日
（
木
）

■
受
講
料　

無
料

※ 

こ
の
講
座
は
、
揖
斐
川
町
社
会
福
協
議

会
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
５
１
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

生
活
雑
排
水
や
し
尿
が
、「
汚
水
」
と

し
て
下
水
道
管
を
流
れ
、
下
水
道
処
理
場

に
集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
汚
水
」
が
直
接
下
水
道
管
に
流
れ
る

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
ぎ
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

汚
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
施
設
、
農
業
集
落
排
水
施

設
の
完
成
に
伴
っ
て
各
家
庭
で
も
宅
内
工

事
を
行
い
、
使
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
の
下
水
道
も

ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
使
用
す
る
と
下
水
道

施
設
の
寿
命
を
縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
管
理

や
心
づ
か
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
家
庭
に
お
け
る
取
り
組
み
例

■
台
所

・
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
回
収
す
る
。

・
食
用
油
は
、
流
さ
な
い
。

・ 

食
器
や
鍋
な
ど
の
油
汚
れ
は
、
拭
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。

・ 

み
そ
汁
な
ど
の
汁
物
は
、
流
さ
な
い
よ

う
に
心
掛
け
る
。

■
洗
濯

・ 

洗
濯
機
に
は
糸
く
ず
フ
ィ
ル
タ
ー
を
取

り
付
け
る
。

・
洗
濯
は
無
リ
ン
の
も
の
を
適
量
使
う
。

■
風
呂
場

・ 

毛
髪
、
ご
み
等
は
回
収
し
、
排
水
口
に

流
さ
な
い
。

■
便
所

・ 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
使
用
し

な
い
。

・
衛
生
用
品
、紙
お
む
つ
等
は
流
さ
な
い
。

・ 

塩
素
系
の
洗
剤
を
使
わ
な
い
よ
う
心
が

け
る
。

■
宅
地
内（
屋
外
マ
ス
）

・ 

地
表
水
、
地
下
水
、
土
砂
等
の
流
入
を

防
止
す
る
。

・
雨
水
の
流
入
を
防
止
す
る
。

・
宅
地
内
配
管
の
誤
接
続
を
し
な
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

「
我
家
の
ご
み
減
量
化

対
策
」の
事
例　
　

活用術
な
るほど
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平
成
27
年
度
採
用

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
機
関
の

職
員
募
集
に
つ
い
て

◎
募
集
人
員　

若
干
名

◎
応
募
資
格

　

 

揖
斐
郡
内
に
居
住
す
る
方
（
採
用
後
、

居
住
で
も
可
）で
、
高
等
学
校
ま
た
は
、

大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
方
（
平
成
27
年

３
月
卒
業
見
込
み
可
）で
身
体
強
健
な

方
。
平
成
１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
。
男
性
・
女
性
は
問
い
ま
せ
ん
。

◎
試
験
日
時
な
ど

　
第
１
次
試
験

　

岐
阜
県
市
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験

 

に
よ
り
実
施

　

■
日
時　

９
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
50
分
～

　
■
場
所

　

岐
阜
県
立
岐
阜
総
合
学
園
高
等
学
校

　
■
内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査

　
　
　
　
　

お
よ
び
消
防
適
正
検
査

　
第
２
次
試
験
　

　

■
日
程　

10
月
下
旬

　

※ 

日
時
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第

応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

■
場
所　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部

　

■
内
容　

口
述
、作
文
試
験
、体
力
測
定

◎
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）～
７
月
31
日（
木
）

　

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

◎
最
終
合
格
発
表　

11
月
中
旬

◎
採
用　

平
成
27
年
４
月
１
日

◎
申
し
込
み
方
法

　

 

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
み
証

明
書
）、履
歴
書
、健
康
診
断
書（
各
保
健

所
・
公
的
病
院
）を
添
え
て
、揖
斐
郡
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
備
考

　

 

第
２
次
試
験
の
体
力
測
定
は
、
消
防
職

員
と
し
て
必
要
な
体
格
、
体
力
の
有
無

に
つ
い
て
測
定
し
ま
す
。

　
 

職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
、
地
方
公

務
員
と
な
り
、
給
料
や
、
そ
の
ほ
か
の

待
遇
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
の
職
員
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
郡
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

揖
斐
郡
大
野
町
中
之
元
８
２
４
番
地

　

℡
３
２

－

２
５
５
１

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
募
集
！

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
60
歳

以
上
の
方
が
会
員
と
な
り
、
自
身
の
経
験

と
知
識
を
生
か
し
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ

れ
た
業
務
に
就
業
し
て
い
ま
す
。
各
会
員

が
社
会
参
加
を
す
る
中
で
生
き
が
い
の
充

実
を
は
か
り
、
活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
に

寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。就
業
先
は
、

個
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
除
草
・
剪
定
・

清
掃
等
の
軽
作
業
が
中
心
で
す
が
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
派
遣
事
業
も
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
法
人
が
依
頼
を
受
け
た
軽
作
業
・

配
達
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
運
転
業
務
な

ど
の
就
業
が
可
能
で
す
。
皆
様
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、セ
ン
タ
ー
の
主
旨
・

目
的
等
を
広
く
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
と
会
員
募
集
の
た
め
の
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
来
場
下
さ
い
。

■
開
催
日　

７
月
７
日（
月
）・
22
日（
火
）

■
時
間　

10
時
開
始（
１
時
間
30
分
程
度
）

■
場
所　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）８
時
30
分
～
17
時

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
平
成
26
年
度
第
１
回
福
祉
の
仕
事

就
職
総
合
フ
ェ
ア
」
開
催
の
ご
案
内

　

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
岐
阜
県
福

祉
人
材
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、福
祉

の
仕
事
に
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
、ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
が
、
求
人
事

業
所
の
採
用
担
当
者
等
と
直
接
面
談
し
、

就
職
に
結
び
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、年
２
回

「
福
祉
の
仕
事
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
ま
す
。今
回
は
第
１
回
目
の
開
催
で
す
。

　

併
せ
て
、福
祉
の
仕
事
を
理
解
し
、そ
の

就
職
に
役
立
て
て
い
た
だ
く「
福
祉
の
仕

事
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」も
同
時
開
催
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
は
定
員
80
名
の
先
着
順
で
す
。

■
日
時　

７
月
13
日（
日
）　

12
時
～
16
時

■
場
所　

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

 

（
岐
阜
市
金
町
５

－

７

－

２
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

岐
阜
県
福
祉
人
材
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
７
６

－

２
５
１
０

活躍中の消防士



23 Public Information IBIGAWA

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　

土
地
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
、

土
地
関
係
団
体
等
で
は
普
及
・
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部
で
は
、
不
動
産
に
関
す

る
苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
・
法
律
や
相
続
・
空

家
問
題
、
そ
の
他
不
動
産
の
先
々
不
安
な

こ
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
司
法
書
士
等
の

方
々
と
連
携
し
て
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

相
談
内
容
な
ど
秘
密
は
個
人
情
報
保
護

法
に
よ
り
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
不
動
産

に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は
、
是
非
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
19
日（
土
）　

13
時
～
17
時

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

 

２
階
会
議
室

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
み　

不
要（
当
日
会
場
に
て
受
付
）

　

 

時
間
指
定
予
約
希
望
の
方
は
役
場
政
策

広
報
課
ま
で
℡
２
２

－
２
１
１
１
（
内

線
１
１
４
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

 

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

２
３
０
０

 

保
育
士
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

　

岐
阜
県
保
育
研
究
協
議
会
で
は
、
保
育

士
有
資
格
者
を
対
象
と
し
て
就
職
に
向
け

た
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

７
月
28
日（
月
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

■
場
所　

大
野
保
育
園（
揖
斐
郡
大
野
町
）

■
定
員　

20
名
程
度

■
料
金　

無
料

■
受
付　

７
月
18
日（
金
）

■
申
込
先
　
岐
阜
県
保
育
研
究
協
議
会

【
お
問
い
合
せ
】

　
 

岐
阜
県
保
育
研
究
協
議
会
（
岐
阜
県
福

祉
農
業
会
館
内
）

　

℡
０
５
８

－

２
７
３

－

１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
１
７
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

第
15
回�

夏
休
み
親
子
税
金
探
偵
団

団
員
募
集

　

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

で
は
、
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意
識
の
高

揚
を
目
的
と
し
て
、
国
や
地
域
に
お
い
て

税
金
が
ど
の
様
に
徴
収
さ
れ
活
用
さ
れ
て

い
る
か
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
夏
休

み
親
子
税
金
探
偵
団
を
企
画
し
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
26
日（
火
）

　
　
　
　

８
時
～
17
時
45
分（
予
定
）

■
集
合
場
所

　

大
垣
市
総
合
体
育
館
駐
車
場

■
募
集
人
員

　�

西
濃
地
域
在
住
の
小
学
３
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
の
親
子
１
２
０
名

■�

見
学
先

　�

大
垣
税
務
署･

大
垣
市
役
所･

岐
阜

県
警
本
部
・
リ
ニ
ア
鉄
道
館

■
参
加
費　

大
人　

１
５
０
０
円

　
　
　
　
　

子
ど
も　

５
０
０
円

 

（
昼
食
代
を
含
む
）

■
申
込
方
法

　

 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
申
込
さ
れ
る
方
は
、

住
所
、
親
子
氏
名
、
生
年
月
日
、
保
護

者
職
業
、
子
供
の
学
校
名･

学
年
、
電

話
番
号
、
緊
急
連
絡
先（
携
帯
番
号
）を

明
記
し
て
送
付
下
さ
い
。

　

 

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
込
さ
れ

る
方
は
、
備
考
欄
に
必
要
事
項
を
明
記

し
て
下
さ
い
。

※ 

参
加
決
定
者
に
は
、
後
日
詳
細
を
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

 h
ttp

://w
w

w
.n

isim
in

o.n
e.jp

/
ogkhojin/

■
申
込
み
期
限　

７
月
11
日（
金
）
必
着

【
お
問
い
合
せ
・
申
込
み
先
】

　

一
般
社
団
法
人
大
垣
法
人
会
青
年
部
会

　

〒
５
０
３

－

０
８
０
３

　

大
垣
市
小
野
４

－

３
５

－

１
０

　

℡
０
５
８
４

－

８
１

－

１
２
８
８

　

FAx
０
５
８
４

－

８
１

－

１
５
３
９

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
２
０
１
４
」

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

　

西
美
濃
地
域
の
風
土
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
で
地
域
の
魅
力
を
発
見
す
る
と
と
も

に
、各
市
町
・
団
体
が
連
携
し
新
た
な
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

是
非
と
も
西
美
濃
地
域
に
お
住
い
の
自

転
車
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ご
参
加
い

た
だ
き
、
西
美
濃
地
域
の
活
性
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
９
月
27
日（
土
）

■
メ
イ
ン
会
場

　

大
垣
市
浅
中
公
園
総
合
グ
ラ
ン
ド

■
コ
ー
ス

　

西
美
濃
地
域
２
市
９
町
を
ま
わ
る

　

約
１
２
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■
募
集
人
数
　
５
０
０
名

■
募
集
対
象
者

　

 

16
才
以
上
の
健
康
な
男
女
で
、
本
コ
ー

ス
で
完
走
で
き
る
自
信
の
あ
る
方
。（
未

成
年
者
の
方
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

で
す
。）

■
エ
ン
ト
リ
ー
開
始
　
７
月
１
日（
火
）

■
エ
ン
ト
リ
ー
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
参
加
料　

６
０
０
０
円

■
特
徴

　

 

Ｏ
Ｓ（
お
も
て
な
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
６

か
所
）に
て
各
市
町
の
特
産
と
人
で
お

も
て
な
し

■
注
意
事
項

　

 

本
大
会
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
レ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ち
並
み
や
自
然

を
楽
し
み
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
毎
に
決

め
ら
れ
た
時
間
を
グ
ル
ー
プ
で
走
っ
て

い
た
だ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
す
。
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■
主
催

　

ツ
ー
ル
・
ド
・
西
美
濃
実
行
委
員
会

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

 

一
般
社
団
法
人
大
垣
青
年
会
議
所
事
務
局

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

２
４
８
０

　

FAx
０
５
８
４

－

７
８

－

２
４
０
７

　

E-M
AIL　

info@
ogaki-jc.jp

　
【
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

 http://w
w

w
.tour-de-nishim

ino.jp/

 

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す

「
せ
せ
ら
ぎ
に
　

 

ぼ
く
も
魚
も
　
す
き
と
お
る
」

　

子
供
の
頃
か
ら
遊
ん
だ
郷
土
の
川

　

 

魚
釣
り
や
散
策
、
い
つ
も
変
ら
ぬ
自
然

の
恵
み

　

 

水
と
緑
に
囲
ま
れ
て
、
私
た
ち
に
癒
し

を
与
え
て
く
れ
る
川

　

そ
ん
な
川
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く

　

国
土
交
通
省　

木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

 h
ttp

://w
w

w
.cb

r.m
lit.g

o
.jp

/
kisojyo/index.htm

l

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け

て
実
施
し
た
事
業

　

平
成
25
年
度
、
岐
阜
県
か
ら
補
助
金
を

受
け
て
次
の
６
事
業
を
行
い
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補

助
事
業

　

 　

住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
者
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し

た
。

◦
小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
事
業

　
 　

雪
か
き
支
援
と
し
て
小
型
除
雪
機
の

購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

◦
新
婚
世
帯
定
住
奨
励
金
事
業

　

 　

町
内
に
３
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
た
新
婚
世
帯
に
奨
励
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

◦
春
日
地
域
活
性
化
事
業

　

 　

春
日
地
域
の
薬
草
等
に
関
す
る
調
査

研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

◦ 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
東
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
開
催

事
業

　

 　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
国
際
試
合
を

開
催
し
ま
し
た
。

◦
カ
ヌ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
開
催
事
業

　

 　

カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
競

技
・
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
の
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

7月は「社会を明るくする運動」の強調月間です。
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　64 回目を迎えた「社会を明るくする運動」が 7 月 1 日（火）から 1 か月間を強調月間として
全国各地で行われます。犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　今年も、統一標語「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」を皆さんに呼びかけながら、皆さんと一
緒に安全で安心して暮らせる「明るい地域づくり」を目指したいと願っています。なお、今年も小・中学校の児童・生
徒から応募していただいたポスター・標語を下記のとおり展示させていただきますので是非お出かけください。

7月 3日（木）～ 7月16日（水）　場所：揖斐川町中央公民館ロビー
7月18日（金）～ 7月30日（水）　場所：谷汲サンサンホールロビー

揖斐川町社会を明るくする運動推進委員会　揖斐川町保護司会・更生保護女性会・BBS

自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合格発表

自衛官
候補生

18 歳以上
27 歳未満

男子 年間を通じて行っ
ております。 受付時にお知らせします。 合格発表日は試験時に

お知らせします。
女子 8月1日～ 9月9日 9月25日～ 29日のうち 1日 11月 7 日

一般曹
候補生

18 歳以上
27 歳未満の者

8月1日～ 9月9日

1 次　9月19日・20日のうち 1日
2 次（1 次合格者のみ）　10月9日～ 15日のうち 1日

１次　10月 2日
最終　11月 7日

航空
学生

高卒（見込含）
21 歳未満の者

1 次　9 月 23 日
2 次（1 次合格者のみ）　10 月 18 日～ 23 日のうち 1 日
3 次（航空要員の 2 次合格者のみ）
11 月 15 日～ 12 月 18 日

１次　10月10日
２次　（海）11月12日
　　　（空）11月 7日
最終　27年 1月21日

※受験資格の年齢は各種目とも平成 27 年 4 月 1 日現在です。
※平成 27 年 3 月高等学校卒業予定者の受付及び試験は、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降
※お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－18 光和ビル 2 階　電話 0584－73－1150

第64回 社会を明るくする運動
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農地中間管理機構へ農地を貸付けしませんか。
〈農地中間管理機構とは？〉

　農地の貸付けを希望する者（出し手）から農地を一旦借受け、農地の借受けを希望する担い手農家など（受け手）へ
農地の貸付けを行う機関です。農地中間管理機構は、県の指定を受けた公的な機関で、岐阜県では（一社）岐阜県農
畜産公社となります。

〈農地中間管理事業の仕組み〉

〈メリット〉

・公的な機関が農地を借受けますので、安心して貸し付けることができます。
・受け手との交渉を行う必要がなく、賃借料のやりとりなどの煩わしさもありません。
・機構へ農地を貸付けた場合、以下の協力金による支援が受けられます。

経 営 転 換 協 力 金 経営転換又はリタイアする農業者が、すべての農地（自作地）を 10 年以上機構に貸し付
けると、面積に応じて 30 万～ 70 万円／戸が交付されます。

耕作者集積協力金 借受けを希望している担い手が耕作する農地に隣接する農地や、連続する 2 筆以上の農
地を 10 年以上機構に貸し付けると、2 万円／ 10a が交付されます。

　※いずれも当該農地が機構から担い手に貸付けられることが条件になります。
　※ その他、地域でまとまって機構へ農地を貸付けた場合に、地域へ交付される「地域集積協力金」による支援もあります。

〈農地貸付けの留意点〉

・利用が困難な耕作放棄地や、受け手が見込まれない農地の借受けは行われません。
・機構からの農地の貸付け先（受け手）の決定は、機構に一任することになります。
・賃料は、地域の賃料水準が基本となります。
・機構への農地の貸付期間は概ね 10 年以上が基本となります。
・機構が借受けてから 2 年間を経過しても貸付け先が決まらない場合などは、契約が解除される場合があります。

　貸付希望申出・相談などの窓口業務は、機構から委託を受けた揖斐川町またはＪＡいび川が行いますので、不明な
点は農林振興課または、ＪＡいび川担い手対策室までお問い合せ下さい。

お問い合せ：役場農林振興課　ＴＥＬ：２２－２１１１（内線３４６）
　　　　　　ＪＡいび川　担い手対策室　ＴＥＬ：２２－０１８３　

借
受
希
望
申
出

借
付
希
望
申
出

担
い
手
へ
の
貸
付

農
地
の
借
受

④⑤

農地中間管理機構
（一社）岐阜県農畜産公社

借受け希望者
リストの作成

貸付け希望農地
リストの作成

③
マッチング

業務の一部は市町村・JA等が受託

①農地の受け手募集（公募）により担い手リストを作成
②農地の出し手募集等により貸付け希望農地リストを作成
③受け手・出し手の情報マッチング
④転貸可能な農地を出し手より借受け
⑤まとまりのある形で利用できるよう受け手へ貸付け

① ②担
い
手（
農
地
の
受
け
手
）

農
地
所
有
者（
農
地
の
出
し
手
）
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　揖斐川町では農作物等に被害を与える有害鳥獣駆除の捕獲のため、狩猟免許取得に対して半額補助をしています。免許取
得後いくつかの条件を満たし、数年後に有害鳥獣捕獲隊員として活動いただける方はご連絡ください。

１．狩猟免許試験の期日、場所及び申請期間
期　　日 場　　所 試 験 の 種 類 申 請 期 間

  7月12日（土）高山市千島町900－1飛騨・世界生活文化センター 網猟、わな猟、第1種銃猟及び第2種銃猟   6月13日（金）から
  6月27日（金）まで

  8月11日（月）美濃加茂市古井町下古井2610－1岐阜県可茂総合庁舎大会議室 網猟、わな猟、第1種銃猟及び第2種銃猟   7月14日（月）から
  7月28日（月）まで

  9月19日（金）揖斐郡揖斐川町上南方1－1岐阜県揖斐総合庁舎大会議室 わな猟のみ   8月22日（金）から
  9月  5日（金）まで

11月  8日（土）恵那市長島町正家後田1067－71岐阜県恵那総合庁舎大会議室 網猟、わな猟、第1種銃猟及び第2種銃猟 10月10日（金）から
10月24日（金）まで

２．申請手続
（1）申請書類

揖斐事務所環境課で配布する狩猟免許申請書1通に次の書類を添えて申請してください。
１． 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第40条第2号から第4号までに該当するかしないかについての医師

の診断書1通。（申請者が、銃砲刀剣類所持等取締法第4条第1項第1号の規定による許可を現に受けている場
合は、当該診断書又は当該許可に係る許可書の写しを添付してください。）

２．写真1枚
３．住民票1通
４．返信用封筒

（2）手数料
申請書に次に掲げる額の岐阜県収入証紙を貼り付けてください。（消印はしないでください。）
ア．5,200円　イ及びウ以外の新規受験者
イ．3,900円　 網猟、わな猟、第1種銃猟及び第2種銃猟のいずれかの狩猟免許を受け、その有効期間内に他種の狩

猟免許を受けようとする方
ウ．3,900円　過去に免許を取得している未更新者

（3）申請書類の提出先
揖斐事務所環境課へ提出してください。

（4） 申請書類を郵送する場合は、書留又は簡易書留郵便とし、封筒の表に「狩猟免許（試験）申請書在中」と朱書してください。

３．未更新者の更新
未更新事由書（揖斐事務所で配布するもの）を添えて振興局へ申請書を提出してください。

４．お問い合せ先
免許試験に関するお問い合せは、西濃総合庁舎揖斐事務所環境課または、岐阜県環境生活部自然環境保全課で受け付け
ています。
揖斐事務所環境課　℡２３－１１１１　岐阜県環境生活部自然環境保全課　℡０５８－２７２－１１１１

※ 狩猟免許取得補助金について
今年度、揖斐川町では狩猟免許取得者に対し、免許試験手数料の2分の1を補助します。
希望される方は、狩猟免許試験申し込み前に、揖斐川町役場農林振興課までお問い合せください。

注意！・・免許取得後、すぐに鳥獣の捕獲ができるわけではありません）

　原則として鳥獣の捕獲は、規則により町等が定めた条件を満たす方が対象となります。今回の補助はその
条件を満たす方を増員することが目的ですのでご了承ください。詳しくは揖斐川町役場へお問い合せください。

【お問い合せ先】揖斐川町役場農林振興課　℡２２－２１１１

平成26年度 狩猟免許試験案内
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）

 

５
月
５
日（
月
）　

95
歳　

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　スイカズラの漢名は「忍冬」です。冬でも緑色の葉を対生に付けていて、寒い冬も耐え忍ぶところから生
まれました。蔓性の多年性で蔓は右巻きに他物に巻き付いて伸長します。花は初夏に咲きます。対生するそ
れぞれの葉の付け根から短い花茎をだして、2 個宛開花します。花の色は最初白色で時が経つに従って黄色
に変化します。白花、黄花が入り乱れて咲く状態から「金銀花」という名前もあります。香りは黄色の花に
なるほど強くなります。里山で子供の頃に体験された方があると思います。管状の花を根元から引き抜いて
細い方から吸うと甘い蜜が口に入ります。こんな子供の遊びから「吸い葛」の名前が生まれました。
　薬用には、秋から冬にかけて、葉のついたままの茎を採取して、刻み、天日でよく乾燥します。この乾燥
した物を生薬で「忍冬・忍冬藤」と呼びます。また開花期になるべく花蕾を摘み取り、日陰で風通しの良い
場所で早めに乾燥します。生薬名は「金銀花」です。
　忍冬は鎮痙、利尿、抗炎、抗菌作用があるので発熱、血痢、伝染性肝炎、化膿性疾患、神経痛、リューマ
チなどの関節・筋骨の痛みに応用されます。通常「忍冬」10 － 20 グラムを一
日量とし 700 ミリリットルの水で煎じ、更に煮詰めて約半量とします。1 日 3
回食間に服用します。「金銀花」も「忍冬」と同じ効能があり、同様に 10 － 20
グラム煎じます。此の煎じ液は抗菌性が高く、うがいをすれば口内炎、歯槽膿
漏にも効き目があるといわれています。「忍冬酒」は開花期の花と蕾を採取し、
花と蕾約 100 グラムに対してホワイトリカ 1.8 リットルを入れ、砂糖約 30 グ
ラムを加えます。人により加減します。熟成には最低一ヶ月が必要です。忍冬
酒は特有の甘い香りと、美しい黄金色になればできあがりです。強い利尿作用
があり、膀胱炎、腎臓病、強精、強壮の効き目があるとされています。また「忍冬」
は浴剤として用いると、腰痛や痔の痛みに、また湿疹・あせも・ただれに効き、
皮膚を美しくし、美容に好いようです。 （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

㈶日本宝くじ協会からのお知らせ
今年のサマージャンボ宝くじ
史上最高額の1等・前後賞合わせて6億円！

1 等　4億円×26 本
（販売総数780億円・26ユニットの場合）

前後賞各　1億円×52 本
（販売総数780億円・26ユニットの場合）

★発売期間★
7月4日（金）～7月25日（金）8月2日（金）
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今
月
の

いびがわ　特産品シリーズ スイカズラ（スイカズラ科）


